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咽頭後リンパ節の病的腫大は 89例中 13例（15％）で見られた。組織別には扁平上皮癌 41例中 6例
（15％）、悪性リンパ腫 24例中 4例（17％）、嗅神経芽細胞腫 5例中 3例（60％）、その他の組織









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 咽頭後リンパ節は、鼻咽頭悪性腫瘍が高確率に転移を来すリンパ節として知られており、鼻咽頭の




対象は 2001 年 9 月から 2014 年 4 月の間に病理学的に鼻腔・副鼻腔悪性腫瘍と診断された 20 歳以




その結果、咽頭後リンパ節の病的腫大は 89 例中 13 例（15％）で見られた。組織別には扁平上皮癌
41 例中 6 例（15％）、悪性リンパ腫 24 例中 4 例（17％）、嗅神経芽細胞腫 5 例中 3 例（60％）、その
他の組織型では見られなかった。局在に関しては、前部病変 39 例中 4 例（10％）、後部病変 50 例中
9 例（18％）で前部・後部病変での咽頭後リンパ節病的腫大発生率に統計学的有意差はなかった。 
結論として、咽頭後リンパ節病的腫大の発生率は原発巣の組織型では嗅神経芽細胞腫が最も頻度が高
かった。また、病変の局在における咽頭後リンパ節の病的腫大の発生率に統計学的有意差は見られな
かった。通説的には、後部副鼻腔は咽頭後リンパ節が主なドレナージ経路であり腫瘍の転移進展経路
として頻度が高いとされていたが、本研究では、前部副鼻腔・鼻腔からも咽頭後リンパ節へのドレナ
ージ経路が存在することが示唆された。 
以上の研究結果は、咽頭後リンパ節の画像診断的価値とその臨床応用に関する可能性を示した研究で
ある。よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
